
計画地

①

②

階数 高さ

名称 幅員 延長 面積

地区幹線

道路１号

区画道路１号 ９ｍ 約７０ｍ ─

区画道路２号 ９ｍ 約９０ｍ ─

区画道路３号 ６ｍ 約９０ｍ ─

延べ面積 建築物の高さ 壁面の位置

（容積対象面積） の限度 の限度

約６５，２００㎡ 高層部　１３０ｍ

（約４５，０００㎡） 低層部　　３５ｍ

建築敷地面積

都市計画決定

都市計画変更

容積率の 建ぺい率の 容積率の 建築面積の

最高限度 最高限度 最低限度 最低限度

５ｍ

（一部３ｍ）

都市計画決定

都市計画変更

（みたこやまちょう）

約５１０戸
約５３，９００㎡

３ｍ

平成１７年１月１９日　　港区告示第１９号

２００％ ２００㎡６００％ ４０％

平成１３年７月６日　　港区告示第１０８号

三田小山町地区
Ａゾーン

約０．５ｈａ

Ｂゾーン 約１．５ｈａ

６００％ ６０％ ２００％ ２００㎡

平成１３年７月６日　　港区告示第１１１号

平成１５年１２月２５日　　港区告示第２３８号

３　高度利用地区

地区名 面積
壁面の位置
の限度

公共施設の配置
及び規模

建築敷地の整備

整備計画 住宅建設の目標

1 約７，６００㎡
・壁面の位置を後退させ、道路と一体となった歩行
者空間を整備する。
・周辺からの利用に配慮した広場を整備する。

建築物の整備

街
区

建築面積 主要用途

1 約３，８００㎡ ３ｍ，５ｍ
住宅、業務、商業、工
場、駐車場

備考

道
路

９ｍ【１８ｍ】 約１００ｍ ─
【　】内は全幅員

既設（再整備）

既設（再整備）

拡幅

新設

ＮＯ．1２６　三田小山町地区（組合施行）

１　計画の概要

港区三田一丁目地内

計画の概要

定住性の高い都市型住宅と併せ、業務、商業機能の立地を誘導すると共に、住環境と
の調和に配慮しつつ、作業所等との共存を図る。

地区の防災性を向上するため、建築物の不燃化や緑豊かなオープンスペースを確保す
る。

地上３６階／地下１階 約１３０ｍ

２　都市計画の内容

名称
三田小山町地区

施行区域面積 約１．１ha
第一種市街地再開発事業

地区面積 約１．１ha 構造
鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造、

鉄筋コンクリート造



敷地面積 建ぺい率

延べ面積 容積率

住宅戸数

駐車場

事業認可 総事業費

年　　月　　日

平成２年度

平成３年５月

平成４年度

平成４年９月

平成１３年７月６日

平成１５年９月

平成１５年１２月２５日

平成１７年１１月８日

平成１８年１２月１３日 定款、事業計画変更

平成１９年３月３０日

平成１９年４月１３日

平成１９年１０月１日

平成２０年８月２５日 事業計画変更

平成２０年１１月２６日

平成２２年５月３１日

平成２２年１１月２９日

平成２３年５月２７日

平成２３年１１月１０日

第一種市街地再開発事業の都市計画変更

「地区整備ガイドプラン」の作成

「小山町まちづくり協議会」発足

「市街地再開発事業推進計画」の作成

三田小山町第２地区市街地再開発準備組合結成

平成１７年１１月８日　　東京都告示第１３３１号
平成１８年１２月１３日　東京都告示第１６４２号（変更）
平成２０年８月２５日　　東京都告示第１０８６号（変更）
平成２２年１１月２９日　東京都告示第１４５６号（変更）
平成２３年５月２７日　　東京都告示第９０３号（変更）

約３２６億円

５　経緯

都市計画決定

本体工事着工

区域公告

権利変換計画認可

市街地再開発組合設立認可

権利変換期日

組合解散認可

内　　　　　　　　　　　　　容

約６５，４３０㎡ 約６００％

用途
高層棟

住宅、事務所、商業施設、駐車
場、工場

約４９８戸

中層棟 住宅、駐車場 約３０５台

４　事業計画の概要

約７，５００㎡ 約５０％

事業計画変更

定款、事業計画変更

完了公告

権利変換計画変更認可



６　位置図

７　区域図



８　完成写真


